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1. 概要 

 

(１) はじめに 

  

本システムは「文部科学省科学研究助成（挑戦的萌芽研究）」に採択された「CDISC 標

準を活用した死体検案書等の施設別及び全国集計データベースの構築」事業に従い開発さ

れた法医学データベースシステムのクライアントソフトウエア SAMPLE 版のマニュアル

です。 

オリジナル版が実際の全国集計データベースの構築を実現するものですが、本 SAMPLE

版は、システムの紹介や他システムへの展開への情報提供を目的として、その動作などを

体験して頂く為に作成されております。 

オリジナル版は利用に際して UMIN INDCIE パスワードが必要となりますが、本

SAMPLE 版は、UMIN 一般系パスワードにてご利用可能となっております。 

本マニュアルはオリジナル版からの変更部分を一部赤字や消し線で編集し作成されてい

ます。 

 

(２) 機能 

 

 本システムは WindowsPC にインストールして利用可能なアプリケーションとなってお

り、鑑定データを入力後 PCのデータベースシステムに保存することができます。 

 保存された鑑定データは国際標準規格の CDISC 標準形式で UMIN センターに送ること

ができ、これにより施設別及び全国集計データベースが構築されます。 

 また、鑑定データから死亡診断書や死体検案書などの書類を印刷することができます。 

 

(３) 注意事項 

 

 本 SAMPLE版はオリジナル版との排他使用になっております。本 SAMPLE 版はオリジ

ナル版のプログラムの一部を置き換えることにより動作します。本 SAMPLE 版をインスト

ールしてしまうとオリジナルの機能が使えなくなりますので、オリジナル版をご利用の場

合は本 SAMPLE 版のインストールを行わないでください。 

 

 

2. 利用の準備 

 

(１) 動作環境 
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 本システムの動作には下記の環境の PCの用意が必要です。 

 

1. WindowsPC（マイクロソフト社製WindowsXPやWindows７の OSがインストール済

みで正常に動作するパソコン） 

2. その PC にマイクロソフト社製オフィス２００７以降がインストールされている。 

3. その PC はインターネットへ接続されていて利用可能になっている。 

4. .NET Framework3.5がインストールされていて使用可能になっている。 

 

 

(２) UMIN ID 

 

 本システムは施設別及び全国集計データベースをUMINセンター INDICEシステム上

に構築します。 

 INDICEシステムに蓄積されたデータを確認するには UMIN IDが必要です。 

またその UMIN IDは INDICE システムにアクセス可能であって、更に UMINセンタ

ー側で本収集研究（プロジェクト名：LMISC、プロジェクト番号：P00187）にアクセス許

可設定されている必要が有ります。 

 UMIN ID をお持ちでない場合は UMIN ID の取得から行って頂き、本収集研究への

アクセスが可能なように手続きが必要です。 

本 SAMPLE 版のご利用は UMIN ID と UMIN 一般系パスワードのみでご利用頂けま

す。 

 

1. UMIN IDを取得している。 

2. お持ちの UMIN ID は UMIN センターの INDICE システムにアクセス可能であり、

本収集研究（プロジェクト名：LMISC、プロジェクト番号：P00187）に UMIN セン

ター側にてアクセス許可設定がされている。 
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(３) UMIN IDのパスワードについて 

 

UMIN センターのサービスを利用するための UMIN ID にはパスワードが２種類ありま

す。 

1つの UMIN IDに対して利用するサービスによって２通りのパスワードが発行されま

す。 

 UMIN センターの INDICE 以外のサービス（メールやオンライン研修評価システム

（EPOC）など）を利用するための一般パスワードと、INDICEを利用するためのパスワー

ドです。 

・一般パスワード：  メールなどを使用する場合。 

・INDICE 用パスワード： INDICE システムを利用する場合 

 

 INDICEのみご利用の場合でもパスワードは２個発行されます。 
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3. インストール 

(１) 新規インストールと更新インストール 

 

 LMISCSAMPLE 版のインストールには新規インストールと更新インストールの２通り

あります。 

 新規インストールと更新インストールでは方法が異なります。 

 新規インストールは、インストールしようとしている PC で LMISCSAMPLE 版がまだ

インストールされていない場合に行います。 

 更新インストールはインストールしようとしている PC に既に LMISCSAMPLE 版がイ

ンストールされている場合に行います。 

 新規インストールか更新インストールのどちらかひとつを行ってください。 

 

 ・初めてのインストールの場合： 新規インストール手順で行い、 

続いて更新インストールも行う。 

 

 ・既にインストール済の場合： 更新インストール手順で行う。 

 

(２) 新規インストール 

 

① プログラムのダウンロード 

 

 UMIN センターから「法医学データベースシステム SAMPLE 版」を WindowsPC のデ

スクトップにダウンロードします。 

 なお、ダウンロードのファイル名などは下記の例より変更になる場合があります。 

 

（ダウンロードしたところ） 
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② ダウンロードした圧縮ファイルの解凍 

 

 ダウンロードした圧縮ファイルをダブルクリックします。 

 下記の画面の例のように自動で解凍が始まります。 
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 解凍が終了すると下記の例のように解凍後のフォルダーが自動で開きます。 

 

（解凍後、フォルダーが自動で開いたところの画面の例） 

 

「インストールモジュール」をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

  

クリックする 
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 下記の画面になります。 
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③ セットアッププログラムの起動 

 

下記の「setup」をクリックして起動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

クリックして起動する 
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「setup」を起動すると下記の「LMISC セットアップウイザード」が表示されます。 

「次へ」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

  

「次へ」をクリックする 
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下記の画面に遷移します。 

このまま「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

  

「次へ」をクリックする 
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下記の画面に遷移します。 

「次へ」をクリックします。 

なお、「次へ」をクリックすると「ユーザーアカウント制御」から確認のメッセージが表

示される場合がありますが、そのまま了承して下さい。（「はい」をクリックする） 

 

 

 

 

 

  

「次へ」をクリックする 
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下記の画面が表示されますので「閉じる」をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

「閉じる」をクリックする 
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続いてクリスタルレポートをインストールします。 

法医学データベースシステムは鑑定例概要などの帳表印刷にクリスタルレポートシステ

ムを使用しています。 

これら帳表の印刷にはクリスタルレポートのインストールが必要になります。 

 

「CRRedist2008_x86」をクリックします。 

 

※「CRRedist2008_x86」は本来 32bit システム用ですが Windows の 64bit 版を使用して

いる場合でも「CRRedist2008_x86」をクリックして下さい。 

 

 

 

 

「ユーザーアカウント制御」からメッセージが表示されることがありますが、そのまま了

承して下さい。 

クリスタルレポートのインストールが終了したら「新規インストール」は終了です。 

 この後、必ず更新インストールの処理を実施して下さい。 

  

クリックする 
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④ 法医学教室情報の設定（初期設定） 

 

初めてお使いになるときには法医学データベースシステムに法医学教室の情報を設定す

る必要があります。 

 デスクトップ上にある黄色いアイコン「法医学 UMIN」をマウスでダブルクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

「LMISC」をダブルクリックする 
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⑤ ログイン画面 

 

法医学データベースシステムを起動させるとログイン画面が表示されます。 

UMIN IDとUMIN INDICE 一般系用パスワードを入力「ログイン」ボタンをクリック

します。 

 画面ではUMIN INDICE 用パスワードとなっておりますが、一般系パスワードを入力し

てください。 

 

 

 

  

入力してクリックする 
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⑥ 起動時画面 

 

 IDとパスワードが入力されると法医学データベースシステムは UMINセンター 

INDICEシステムと通信して、入力された IDとパスワードが正しいか確認します。 

センターとの通信結果によりシステムが IDとパスワードが正しいと確認できると下記の

様な起動時初期画面になります。 

 保存されている鑑定データなどによって起動時の画面イメージは下記サンプルと異なり

ます。 

 この画面の右下の「設定データ変更」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

  

「設定データ変更」ボタンを押す 
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⑦ システム設定画面 

 

下記の画面より法医学データベースシステムが設置される法医学教室情報を入力します。 

新規でインストールした場合の初期情報は UMINセンターのダミー情報が入力されてい

ます。 

このままのデータでお使いになるのではなく、正しい法医学教室情報に更新してお使い

ください。 

 入力後は「登録」ボタンを押して保存後終了します。 

 

 

 

 

 

本システムは鑑定番号の自動採番機能（自動で番号を繰り上げて発行する機能）を有し

ておりますが、一つの法医学教室で複数の本システムをお使いになるとそれぞれのシステ

ムが相手の発番状況を把握できないためにそれぞれに番号を発行するので番号が重複して

しまう理由から鑑定番号の自動採番は「しない」設定になっております。 

安全のためには鑑定番号はシステムでの自動採番ではなく法医学教室ごとに管理の上で

入力してお使いください。 

  

「登録」ボタンで保存、終了 
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(３) 更新インストール 

 

① プログラムのダウンロード 

 

 UMINセンターから「法医学データベースシステム（更新用）」をWindowsPCのデスク

トップにダウンロードします。 

 なお、ダウンロードのファイル名などは下記の例より変更になる場合があります。 

 

（ダウンロードしたところ） 

 

 

 

② ダウンロードした圧縮ファイルの解凍 

 

 ダウンロードした圧縮ファイルをダブルクリックします。 

 下記の画面の例のように自動で解凍が始まります。 
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解凍が終了すると下記の例のように解凍後のフォルダーが自動で開きます。 

 

「上書きモジュール」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリックする 



法医学データベースシステム SAMPLE 版マニュアル 

 

 23 
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ここでキーボードの左下の「Ctrl」を押しながらマウスで「LMISC」と「ODM.dll」と

「lmisc_conf.xmlをクリックします。 

そうするとそれら３個が選択されます。 

 

（３個が選択された状態） 
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ここで選択された「LMISC」の上にマウスカーソルを乗せて、マウスを右クリックする

と下記のメニューが表示されます。 

メニューの「コピー」を選択します。 

 

 

（下図はメニューのコピーを選択している状態） 
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次にウインドウの左下の「スタートボタン」をクリックして「コンピューター」を選択

します。 

 

（下図は「コンピューター」を選択した状態） 

なおご利用のシステムによって表示は異なります。 
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下記の様なウインドウが表示されます。 

OS（C:）をマウスでダブルクリックします。 

※表示はお使いのシステムによって異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

  

これを選択します 
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下記の様な画面が表示されます。 

「LMISC」フォルダーをダブルクリックします。 

※お使いのシステムによって画面は異なります。 

 

 

 

 

 

 

  

「LMISC」フォルダーをダブルクリックする 
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下記の様なウインドウが表示されます。 

ここで、このウインドウ内にマウスを乗せてマウスの右ボタンを押します。 

するとメニューが表示されますので「貼り付け」を選択します。 
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下記の様に上書きの確認が表示されますので「コピーして置き換える」をマウスで選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「コピーして置き換える」を選択する 
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上書き確認は複数回表示されます。 

全部「コピーして置き換える」を選択します。 

 

 

 

 

２個のファイルを上書きしたら更新インストールは終了です。 

 

 

 

  



法医学データベースシステム SAMPLE 版マニュアル 

 

 32 
 

4. 利用マニュアル 
 

(１) データの入力 

① プログラムの起動 

 

 

 デスクトップ上にある黄色いアイコン「法医学 UMIN」をマウスでダブルクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

「LMISC」をダブルクリックする 
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② ログイン画面 

 

法医学データベースシステムを起動させるとログイン画面が表示されます。 

UMIN IDとUMIN INDICE一般系用パスワードを入力します。 

入力後「ログイン」ボタンをクリックします。 

画面では UMIN INDICE 用パスワードとなっておりますが、一般系パスワードを入力

してお使いください。 

 

 

 

  

入力してクリックする 
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③ 起動時画面 

 

 IDとパスワードが入力されると法医学データベースシステムは UMINセンター 

INDICEシステムと通信して、入力された IDとパスワードが正しいか確認します。 

IDとパスワードが正しいと確認できると下記の様な起動時初期画面になります。 

 保存されている鑑定データなどによって起動時の画面イメージは下記サンプルと異なり

ます。 
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④ 保存されているデータの選択 

 

 鑑定データを入力するために、保存されている過去の鑑定例のデータの中から、今回入

力しようとしている鑑定に近いデータを選択します。鑑定データの選択は、データ一覧か

ら希望するデータをマウスでクリックすることにより選択できます。 

 

 

 

 

 

 

  

マウスでダブルクリックする 
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⑤ 保存されているデータの絞り込み選択 

 

 過去に保存されているデータを検索して絞り込み事が出来ます。 

 下図は過去の鑑定例で「ショック」の記載があるものを絞り込むために文字を入力して

いる例です。 

 

 

 

 

  

ここに入力して右側の「検索する」ボタンを押す 
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下図は鑑定例データに「ショック」の記載があるものが絞り込まれたところです。 

希望のデータをマウスでクリックして呼び出します。 
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保存されているデータが呼び出されました。 

このデータを参考として別な鑑定例データとする場合は画面の左上の「新しい鑑定番号

１を取得して新しい鑑定として編集する」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

新しいデータとするためにこのボタンをクリックする 
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過去の鑑定番号１が消えますので、新たな鑑定番号１を入力して、別の新しい鑑定デー

タとして入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

鑑定番号１が入力できるようになります。入力してください。 
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⑥ 入力時の注意点 

 

 法医学データベースシステムでは正確な入力を行うため及び入力の省力化のためにいく

つかの機能があります。 

 主なものは下記があります。 

 利用におきましてはご留意ください。 

 また法医学データベースシステムのバージョンによりこれら機能の追加や廃止がされて

いる場合があります。 

 

1. 一時保存及び確定保存時下記が必須入力になります。 

(ア) 鑑定番号１の入力は必須入力になります。 

(イ) 医師名の入力（選択）は必須入力になります。 

2. 確定保存時の場合、以下のチェックが掛かります。 

(ア) 鑑定種類の選択が必須になります。 

(イ) 性別の選択が必須になります。 

(ウ) 生年月日が「不詳」以外の時は生年月日が必須入力になります。（「不

詳」の場合は入力変更が出来なくなります） 

(エ) 死亡したときが「不詳」以外の時は死亡したときが必須入力になり

ます。（「不詳」の時は入力変更が出来なくなります） 

(オ) 死亡したところの種別が１から５の場合は施設の名称が必須入力に

なります。（種別が６から７の場合は施設の名称は入力変更が出来な

くなります） 

(カ)  （ア）直接死因と死亡までの期間は必須入力です。 

(キ) 死因の種類が外因死（２から１１）の時は外因死の追加事項が必須

入力になります。 

(ク) 外因死の追加事項において傷害が発生した時が「不詳」以外の時は

日時が必須入力となります。（「不詳」以外の時は入力変更ができな

くなります） 

(ケ) 外因死の追加事項において傷害が発生したところの種別が「4:その他」

の場合は、その他の具体的記載が必須入力になります。（「4:その他」

以外の時は入力変更が出来なくなります） 

(コ) 傷害が発生したところの「市／郡」または「区／町／村」が必須入

力です。 

(サ) 年齢が１歳未満の時、妊娠・分娩における母体の病態または異常欄

の選択が必須になります。 

(シ) 年齢が一歳未満の時、母の生年月日が「不詳」以外の時、母の生年



法医学データベースシステム SAMPLE 版マニュアル 

 

 41 
 

月日が入力必須になります。（「不詳」の時は入力変更が出来なくな

ります） 

(ス) 年齢が一歳未満の時、前回までの妊娠結果が「不詳」以外の時、出

生児と死産児が必須入力になります。（「不詳」の場合は入力変更が

出来なくなります） 

(セ) 死因の種類が「12:不詳の死」の時、その他特に付言すべきことがら

が必須入力になります。 

(ソ) 生年月日が不詳以外でかつ死亡したときが不詳で無い時は年齢が必

須入力になります。 

(タ) 生年月日が不詳以外の時は推定年齢が必須入力になります。 

(チ) 生年月日が死亡したときより後の場合はエラーとなります。（年齢が

エラー） 

(ツ) 死亡したときが検案年月日より後の場合はエラーとなります。（死後

の経過時間がエラー） 

3. 右側の鑑定例概要追加記入欄の「鑑定例概要記載用死因」は左側の死亡

の原因の「Ⅰ」の部分を変更すると強制的に上書きさせられます。鑑定

例概要記載用死因の変更は可能ですが、左側の死亡の原因の「I」を変更

した場合は強制上書きされます。 

4. 「鑑定例概要 事象の詳細」及び「鑑定例概要 解剖所見など」も「鑑

定例概要記載用死因」と同様に強制上書きされます。 

5. 年齢は自動計算されます。 

6. 年齢が１歳未満の場合は日齢で自動計算されます。 

7. 死後の経過時間は自動計算されますが変更は可能です。 

 

 

  



法医学データベースシステム SAMPLE 版マニュアル 

 

 42 
 

⑦ 印刷 

 

 死体検案書または死亡診断書の印刷を行うことが出来ます。 

 画面右上にそれぞれ「死体検案書印刷」、「死亡診断書印刷」ボタンがあるので必要に応

じてボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

各印刷ボタン 
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「死体検案書印刷」などのボタンをクリックすると印刷イメージが画面に展開されます。 

実際に印刷するには画面左上のプリンターのマークを押してください。 

 

 

 

 

 

  

プリンターのマークを押す 
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プリンターの選択ウインドウが表示されます。お使いのパソコンで利用可能なプリンタ

ーなどが表示されますので必要に応じて選択後「印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

「印刷」ボタンをクリックする 
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印刷が終了しましたら印刷イメージの画面を閉じて下さい。ウインドウを閉じるために

ウインドウ右上の赤い「×」をクリックする。 

 

 

 

 

 

  

赤い「×」をクリックする 
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印刷イメージ展開画面が閉じると入力画面に戻ります。 
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⑧ 入力終了の場合 

 

 データを入力後は通常処理として「新たなデータとして確定保存し UMIN センターへ送

る」のボタンをクリックします。 

 これによりデータが保存されると共に UMINセンターへデータが自動で送信されます。 

 また、データの入力を途中で中断して仮保存を行いたい場合は「一時保存」のボタンを

クリックして保存できます。 

 

「新たなデータとして確定保存し UMINセンターへ送る」のボタンをクリックすると下記

の確認画面が表示されます。 

「はい」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

  

「はい」をクリックする 
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データが保存され、UMIN センターへも送信が成功すると下記の画面になります。 

「OK」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

  

「OK」をクリックする 
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UMINセンターへのデータ送信が終了すると起動画面に戻ります。 

このまま作業を終了する場合は画面左上の「終了」をクリックします。 

別途新たなデータの入力を行う場合は、メニューで過去に保存されているデータを選択

するか「新規データ入力画面へ」のボタンを押して、全く空白のデータより新規入力を行

うことが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

「終了」ボタンで終了する 
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(２) 法医解剖一覧・死体検案一覧の印刷 

 法医学データベースシステムでは法医解剖一覧と死体検案一覧の帳表の印刷が可能です。 

 法医学データベースシステムにログイン後の法医学データベース起動画面より行います。 

 医師の選択を行い、印刷する期間の指定を行った後、「法医解剖一覧印刷」か「死体検案

一覧印刷」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

医師の選択をする 

期間の指定を行う 

どちらかの印刷ボタンを押す 
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 法医解剖一覧または死体検案一覧の対象期間はプログラムでは自動で本日より遡って５

年間が選択されますが、この期間の範囲を変更できます。 

 期間のところで直接キーボードで入力することも可能ですし、小さいカレンダーマーク

をクリックするとカレンダーがポップアップし、これを利用して日付を指定することもで

きます。 

 「法医解剖一覧印刷」または「死体検案一覧印刷」ボタンをクリックした後の処理は「４．

入力マニュアル」->「（１）データの入力」->「⑦印刷」を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

  

キーボードより直接変更可能 カレンダーを利用して日付の指定が可能 
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(３) 鑑定例概要のエクセル出力 

 法医学データベースシステムではシステム内に保存されたデータをマイクロソフト社製

エクセルのデータ形式で出力させることが出来ます。 

 法医学データベースシステムにログイン後の法医学データベース起動画面より操作しま

す。 

 「鑑定例概要のエクセル出力」のボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

  

「鑑定例概要のエクセル出力」ボタンをクリックする 
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 ファイルの保存場所を指定するウインドウが開きますのでファイルを保存したい場所及

びファイル名を指定します。 

 ファイル名は鑑定例概要の後ろに作成された年月日時秒が付いた形のファイル名が自動

で与えられます。下記の例では 2012年 4月 12日午後 3時 1分 25秒に作成されたファイ

ルの例です。 
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 下記の例では保存先としてデスクトップ、ファイル名は変更なしで保存する場合の例で

す。 

 「保存」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

保存先として「デスクトップ」を指定 ファイル名は変更せず 

「保存」ボタンをクリックする 
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 鑑定例概要のエクセルデータが作成され、保存が成功すると下記の確認画面が表示され

ます。 

 「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

確認後「OK」ボタンをクリックする 
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 鑑定例概要のエクセルデータがデスクトップに保存されました。 
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 鑑定例概要のエクセルの例です。 
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(４) データのバックアップ 

 パソコンに不具合が発生した時のために保存されている鑑定データのバックアップを取

るようにしてください。 

 バックアップは法医学データベースシステムがインストールされているパソコンごとに

行って頂く必要があります。 

 バックアップのデータは CD-Rや USB メモリに保存してください。 

 バックアップの保存頻度は鑑定データの入力される頻度によりますが、１週間に１度程

度を目安にされると良いでしょう。なお、鑑定データが全く入力や変更が無い週のバック

アップ作業は省いて頂いて結構です。 

 下記では、USBメモリにバックアップを行う手順を説明します。 

 USBメモリは予めパソコンに挿しておいて下さい。 
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次にウインドウの左下の「スタートボタン」をクリックして「コンピューター」を選択

します。 

 

（下図は「コンピューター」を選択した状態） 

なおご利用のシステムによって表示は異なります。 
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下記の様なウインドウが表示されます。 

OS（C:）をマウスでダブルクリックします。 

※表示はお使いのシステムによって異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これを選択します 

USBメモリがパソコンに挿入されています。この

例ではドライブ「E:」になっています。 
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下記の様な画面が表示されます。 

「LMISC」フォルダーをダブルクリックします。 

※お使いのシステムによって画面は異なります。 

 

 

 

 

 

 

  

「LMISC」フォルダーをダブルクリックする 
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下記の様なウインドウが表示されます。 

ここで、赤いアイコンの「hoigaku」をマウスの左クリックで選択しそのままマウスの右

ボタンを押すと下記の様なメニューが表示されます。 

このメニューから「コピー」を選択します。（マウスで「コピー」を左クリックします） 
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 次に USB メモリのドライブをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

USBメモリをクリックします（この例ではド

ライブ「E:」になっています） 
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 USBメモリの内容が見えます。お使いの USB メモリによって表示内容は異なります。 
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 バックアップ用フォルダーの作成はまだフォルダーを作成していない場合のみ必要です。 

 既にフォルダーが作成済の場合はバックアップ用フォルダーに移動して下さい。（以降の

例では「法医学データベースバックアップ」に移動する） 

下記のウインドウ内にマウスカーソルをあててマウスの右ボタンを押してメニューを表示

させ「新規作成」->「フォルダー」を選択します。 

 新規フォルダーが作成されますのでフォルダー名を「法医学データベースバックアップ」

とします。 
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 下記の様にフォルダー「法医学データベースバックアップ」とします。 
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 フォルダー「法医学データベースシステム」をクリックし移動します。 

 ウインドウ内でマウスの右ボタンを押すとメニューが表示されますので「貼り付け」を

選択します。 
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 ファイル「hoigaku」がコピーされました。 
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 今コピーした「hoigaku」ファイルにマウスカーソルをあててマウスの右ボタンを押して

メニューを表示させ「名前の変更」を選択します。 
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 いつ保存したデータか分かるように日付などを追加したファイル名にします。 

下記の例では２０１２年４月１２日のデータとしてファイル名を「hoigaku_20120412」

としました。 

 

 

 

 ファイル名を変更したらウインドウを閉じてUSB メモリを抜きます。USB メモリを抜

くときにはお使いのパソコンのWindowsの USBメモリの取り外しの手順に従ってくださ

い。 

 以上でバックアップ作業は終了です。 
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(５) UMINセンター側のデータ確認 

 法医学データベースシステムでは鑑定データをシステム内に保存するとともに、データ

をUMINセンターINDICEシステムに送ることにより自動的に全国集計用匿名化データベ

ースが構築されます。 

 INDICEにログインすることによって収集されたデータを確認することが出来ます。 

 INDICE にログインすると、お使いの UMIN ID の所属する施設（法医学教室）から収

集されたデータを確認することが出来ます。 

 UMINセンターINDICE を利用するには法医学データベースシステムは必要なく、Web

ブラウザからご利用いただけます。 

 下記の URLをお使いのブラウザに入力してください。 

 

「https://c.umin.ac.jp/cgi-bin/cdms_sample/index?ctl=adm&proj_id=P00193」 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ここに「https://c.umin.ac.jp/cgi-bin/cdms_sample/index?ctl=adm&proj_id=P00193」と入

力する 
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 URLを入力後、下記の様な画面になります。（画面の表示はお使いのUMIN IDによっ

て異なります） 

UMIN IDにより表示が異なるのは次によるものです。 

ログイン時に UMIN INDICE システムで参加中のプロジェクトが全部表示されます。

参加中のプロジェクトが法医学データベースシステム一つのみの場合は、法医学データベ

ースシステムのみが表示されることになります。参加中のプロジェクトが複数の場合は複

数になりますので画面表示が異なります。 

 

(１) 所属施設の登録データの確認 

 下記の「法医学 症例登録（LMISC）」の「ログイン」部分をクリックして下さい。 

 

 

 

（この部分は、お使いの UMIN IDにより表示が異なります。） 

 

 

 

 

 

  

専門領域が法医学（症例登録（LMISC））の「ログイン」をクリックする。 
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 次の画面になります。 

 「症例登録一覧」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お使いの UMIN IDが法医学データベースシステムに「一般ユーザー権限」か「管理者

権限」で登録されているかにより表示が異なります。「一般ユーザー権限」の場合、自身の

所属施設（法医学教室）登録分のデータを閲覧する部分のみが表示されます。「管理者権限」

の場合、自身の所属施設登録分の閲覧と、全施設からの登録データを検索・閲覧する部分

が表示されます。これらにより表示される画面が異なります。 

 

  

「症例登録一覧」をクリックする 

お使いの UMIN ID が一般ユーザー権限の場合は

表示されません 
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所属施設の登録症例一覧表示の画面例です。 

お使いの UMIN IDの所属組織の登録データ一覧が表示されます。 

 登録されているデータを確認するには「鑑定例番号１」を確認し、対応する「UMIN 登

録番号」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

「UMIN登録番号」をクリックする 
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 登録データ一覧から選択すると登録されている個別のデータが表示されます。 

 これにより登録されているデータを確認することが出来ます。 
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(２) 全施設の登録データの確認 

 

自身の登録施設のデータだけではなく全施設の登録データを確認するには、下記をクリ

ックします。なお、全施設のデータを確認するにはお使いの UMIN IDが法医学データベ

ースシステムに対して「管理者」として登録されている必要があります。お使いの UMIN 

IDが「一般ユーザー」として登録されている場合は管理者メニューそのものが表示されな

いため全施設の登録データの閲覧はできません。 

 

 

 

 

 

 

  

「登録症例一覧（全施設）」をクリックする 

お使いの UMIN ID が一般ユーザー権限の場合は

「管理者メニュー」自体が表示されません 
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 下記の様な検索画面になります。 

 絞り込む条件、例えば鑑定種類を「司法」などとして絞り込み検索ができます。 

 選択項目を何も指定せず「検索する」を押すと登録されている全データが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

必要に応じて指定する 

「検索する」を押す 
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全施設の登録症例一覧表示の画面例です。 

検索などにより絞り込まれた条件に合致する登録データの一覧が表示されます。 

検索条件を何も指定せず検索すると登録されている全施設の全データが表示されます。 

 登録されているデータを確認するには「鑑定例番号１」を確認し、対応する「UMIN 登

録番号」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

「UMIN登録番号」をクリックする 
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 登録データ一覧から選択すると登録されている個別のデータが表示されます。 

 これにより登録されているデータを確認することが出来ます。 
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5. 帳表印刷サンプル 

(１) 死体検案書のサンプル 
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(２) 法医解剖一覧のサンプル 
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6. 変更履歴 

 

 

 

 

LMISC_Ver1.0.0  2012年 02月 17日 初版リリース 

LMISC_Ver1.0.1  2012年 03月 15日 起動時画面サイズ自動調整化 

LMISC_Ver1.0.2  2012年 03月 16日 一部 OS にてタスクバーが隠れる件 

      対応 

LMISC_Ver1.0.3  2012年 03月 19日 一部 OS にてタスクバーが隠れる件 

      対応方法変更 

LMISC_Ver1.0.4  2012年 03月 21日 インストーラー改良 

LMISC_Ver1.0.5  2012年 03月 23日 OSの差に起因する書込み権限差の 

対応 

LMISC_Ver1.0.6  2012年 04月 03日 傷害が発生したところの住所調整 

LMISC_Ver1.0.7  2012年 04月 10日 帳表印刷の調整 

LMISC_Ver1.0.8  2012年 04月 19日 UMIN センターへ送付の 

日付データ形式変更 

LMISC_Ver1.0.9  2012年 04月 26日 ユニークキー変更 

LMISC_Ver1.0.10 2012年 08月 17日 「死亡したとき」印刷時日時対応 

LMISC_Ver1.0.11 2012年 08月 24日 保存データの再送信不具合対応 

LMISC_Ver1.0.12 2012年 09月 05日 鑑定番号の入力桁オーバーチェック 

処理追加及び UMIN ID一般系 

パスワード説明図改良 

LMISC_Ver1.0.13 2012年 10月 16日 システム設定データ保存改良 

LMISC_SAMPLEVer1.0.0  2013年 04月 09日 初版リリース 

LMISC_SAMPLEVer1.0.1   2013年 10月 21日 不要なページを削除 


